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2010 年 11 月 17 日 

ロジカルチームワーク委員会 

サイボウズ株式会社 

「チームワーク・オブ・ザ・イヤー 2010」約 5,000 件の投票により 

小惑星探査機 はやぶさプロジェクトチーム (JAXA) が最優秀チームに決定 
11/26 の「ロジカルチームワーク シンポジウム」で、プロジェクトマネージャ川口教授が講演

 

ロジカルチームワーク委員会 (協賛・運営：サイボウズ株式会社 （本社：東京都文京区 代表取締役社長：

青野 慶久） 以下サイボウズ) が、組織の発展には欠かせない「チームワーク」の認知向上と促進を目的とし、

毎年表彰している「チームワーク・オブ・ザ・イヤー」に今年の最優秀チームとして「小惑星探査機 はやぶさプロ

ジェクトチーム(JAXA)」が決定したことを発表いたします。 

 
 

【チームワークオブ・ザ・イヤー 2010】 

当委員会では、2009～2010 年にかけて活躍し功績を挙げた以下の 4 チームを選考し、「チームワーク・オブ・

ザ・イヤー 2010」を授与いたしました。このチームの取り組みを公開し、各チームの取り組みを Web 上に掲載、

どのチームが最も「チームワーク」を発揮したと感じるか一般投票してもらい、「チームワーク・オブ・ザ・イヤー

2010」最優秀チームを決定いたしました。 

 

「チームワーク・オブ・ザ・イヤー2010」授与チーム 
 

 

 

 

大河ドラマ 龍馬伝 

制作チーム(NHK) 

キリンフリー商品開発 

チーム(キリンビール) 
はやぶさプロジェクト 

チーム(JAXA) 

LED 電球商品開発チーム

(東芝ライテック) 

 

◆今年のチームワークの顔を一般投票で決定 

4,800 件ほどの投票結果により、小惑星探査機 はやぶさプロジェクトチーム(JAXA) が最優秀チームに決定い

たしました。なお、投票の際には Twitter のツイートと連動できるように設定しており、投票したチームへのコメン

トも受け付けておりました。その中でもベストチームに選ばれた「はやぶさ」プロジェクトチームには以下のような

熱いメッセージをいただきました。 

 

『目標を共有する環境を長期間維持し、万難を排して事を成し遂げた点において比類無いチームワークだ

と思う。運営手法も参考になることが多い。』 

 

『はやぶさの偉業ははやぶさだけで為し得たものではありません。彼を支え続けたチームとそれに応え続け

たはやぶさとのチームワークは文句なしに今年最高のものでした。』 

 

◆「ロジカルチームワーク シンポジウム」にて、川口教授が講演 

11月26日 (金） の「いいチームの日」に開催される、ロジカルチームワークシンポジウムの会場にて、「はやぶ

さ」プロジェクトチームを代表して JAXA 宇宙科学研究所の川口淳一郎教授に、苦難を乗り越えたチームワーク

についてご講演いただきます。 

また、当日は基調講演として元プロ野球選手の桑田真澄氏が野球をプレーする上で、常に重視していたチー

ムワークについても語っていただきます。 
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◆ロジカルチームワーク シンポジウム (ロジカルチームワーク委員会主催)  

チームワークを更に発揮していただけるきっかけとなるよう、ロジカルな面からチームワークの大切さを伝える

シンポジウムを開催。国内の景気低迷が長期化している中、企業が経営問題を解決するため、如何にチーム

ワークが重要か、様々な専門家がお話します。 詳細：http://team-work.jp/year2010/ 
 

＜開催日時・プログラム＞ 11 月 26 日 (金) 16:00～19:30 （受付 15:30～） 

時間 開催概要 
16:00〜16:15 

 

ご挨拶 

過去の取り組みの報告 亜細亜大学 経営学部 教授 横澤利昌 

16:15〜17:05 

 

特別講演「桑田真澄氏、チームワークを語る！ 」 

元プロ野球選手 桑田真澄 

17:05〜17:45 

 

スポンサー講演「経営問題を解決する『ロジカルチームワーク』とは？」 

サイボウズ株式会社 代表取締役社長 青野慶久 

17:45〜18:00 休憩（15 分） 

18:00～18:30 チームワーク・オブ・ザ・イヤー 2010 表彰式 ＆ 最優秀チーム講演 

小惑星探査機 はやぶさプロジェクトチーム (JAXA) 川口淳一郎 

18:30～19:30 パネルディスカッション 「企業におけるチームワークの重要性」 

■委員会メンバー (五十音順) 

亜細亜大学 経営学部 教授 横澤利昌 

株式会社クニエ マネージングディレクター 永井善彦 

サイボウズ株式会社 シニアフェロー・早稲田大学非常勤講師 北原康富 

株式会社日経 BP 日経ビジネス 副編集長 瀬川明秀 

一般社団法人日本チームビルディング協会 代表理事 斉藤秀樹 (株式会社アクションラーニングソリュ

ーションズ 代表取締役) 

富士ゼロックス株式会社 KDI WOW! Research Explorer 野村恭彦 (国際大学 GLOCOM エグゼクティブ・

リサーチ・フェロー) 

 ※進行状況により、多少前後する場合がございます。 
 

＜場所＞ 

ベルサール九段 (住所：東京都千代田区九段北 1-8-10 住友不動産九段ビル 3 階 / 電話：03-3288-2441) 

 

＜Ustream で生中継＞ 

17 時からの、スポンサー講演「経営問題を解決する『ロジカルチームワーク』とは？」から Ustream による生中

継を開始いたします。 

 

放送開始日時  2010 年 11 月 26 日 (金) 17:00 頃～  

放送チャンネル  http://www.ustream.tv/channel/cybozu 

 

メディアの方で、今回の「ロジカルチームワーク シンポジウム」にご参加いただける際は、11 月 22 日 (月) 

までにサイボウズ 社長室コーポレート・コミュニケーション、村松・椋田・浅野 <MAIL: pr@cybozu.co.jp、

TEL : 03-6316-1160> 宛てにご連絡ください。 

 

◆ロジカルチームワーク ソリューション セミナー ～ロジカルチームワークが経営問題を解決に導く～ (サイボウズ主催) 

11/26 の「ロジカルチームワーク シンポジウム」の後には、チームの協調作業を支援するグループウェアメーカ

ー、サイボウズがセミナーを開催。サイボウズは「ロジカルチームワーク」の研究を行い、その成果をソリューシ

ョンとして提供してまいります。ロジカルチームワークとは、論理的な手法や技術により、チームワークを形成す

るマネジメント手法。当セミナーではその概念やソリューションを、事例を交えながらご紹介します。イノベーティ

ブな組織を作りたいとお考えの企業経営者や事業責任者、人事責任者の方々、自部門の組織をより活性化し

たいとお考えの部門長の方々にとって、有効で実行性のある新しい手法をご説明いたします。無料です。  

詳細：http://cybozu.co.jp/events/seminar/20110124.html 
 

＜開催日時＞ 

2011 年 1 月 24 日 (月) 15:30～18:00 (受付 15:10～) 
 

＜場所＞ 

サイボウズ株式会社 (住所：東京都文京区後楽 1-4-14 後楽森ビル 12 階 / TEL: 03-6316-1160) 
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＜講演者＞ 

・サイボウズ株式会社 代表取締役社長 青野慶久 

・サイボウズ株式会社 シニアフェロー、早稲田大学 客員研究員・非常勤講師 北原康富 

・株式会社アクションラーニングソリューションズ 代表取締役 斉藤秀樹  

(一般社団法人日本チームビルディング協会 代表理事) 
 

＜一般の方・メディアの方の参加申込＞ 

Web ページ < http://cybozu.co.jp/events/seminar/20110124.html > からお申し込みください。又は 

<pr@cybozu.co.jp> までメールにてご連絡ください。 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

■マスコミ各社様からのお問い合わせ先 

□サイボウズ株式会社  社長室 コーポレート・コミュニケーション：村松・椋田・浅野  

東京都文京区後楽 1-4-14 後楽森ビル 12 階 TEL: 03-6316-1160 / FAX: 03-5805-9036 / MAIL: pr@cybozu.co.jp 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

※本文中に記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 

 


